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10
月
10
日
（
木
）、
雁
の
巣
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て

第
27
回
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
２
８
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
と

な
り
、
気
持
ち
の
よ
い
気
候
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し
て
フ

ル
ス
イ
ン
グ
。
同
じ
チ
ー
ム
の
仲

間
で
「
惜
し
か
っ
た
ね
」「
あ
の

シ
ョ
ッ
ト
は
良
か
っ
た
ね
」
な
ど

と
声
を
か
け
合
い
な
が
ら
、
プ

レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
り
に

は
応
援
に
駆
け
つ
け
た
方
が
多
数

お
り
、
試
合
を
観
戦
し
な
が
ら
一

喜
一
憂
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ

第27回東区高齢者グラウンド・ゴルフ大会

《
大
会
結
果
》

赤
コート

黄
コート

青
コート

優　勝 荒島　 正典 【和白東】

準優勝 安河内 千洋 【西戸崎】

第３位 佐々木 勝弘 【香　椎】

優　勝 北島　 哲夫 【香　陵】

準優勝 岳　　 敏男 【筥　松】

第３位 泉田　 和博 【香　陵】

優　勝 多田隈　 彰 【香椎浜】

準優勝 舟越　 俊允 【名　島】

第３位 龍　　 博子 【舞松原】

（敬称略）

66
名
に
よ
る
熱
い
対
局
が
展
開

第
44
回
東
区
高
齢
者
囲
碁
将
棋
大
会

　

7
月
3
日
（
水
）、
東
市
民
セ

ン
タ
ー
2
階
会
議
室
に
て
第
44
回

東
区
高
齢
者
囲
碁
将
棋
大
会
を
開

催
し
、
囲
碁
の
部
51
名
、
将
棋
の

部
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
地
区
よ
り
囲
碁
・
将
棋
の
愛

好
家
が
集
う
こ
の
大
会
。
今
回
も

上
位
を
目
指
し
て
熱
い
対
局
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
に

進
む
に
つ
れ
、
会
場
は
緊
張
感
に

あ
ふ
れ
、
参
加
者
の
一
手
一
手
か

ら
は
気
迫
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
対
局
を
見
守
る
皆
さ
ん
も
、

ど
ち
ら
が
勝
利
の
一
手
を
出
す
か

固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
し

た
。

　
対
局
が
終
わ
る
と
、
局
面
を
振

り
返
り
な
が
ら
和
や
か
に
話
が
弾

み
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

順　位 名　前 校　区
■有段戦
優　勝 髙尾　 寿紀 舞松原
準優勝 宮地 雄一郎 松　島
第３位 砂川　 道明 箱　崎

■級位戦
優　勝 辰島　　 久 舞松原
準優勝 村上　 光男 舞松原
第３位 橘　　　 元 舞松原

将 棋 の 部

（敬称略）

囲 碁 の 部
順　位 名　前 校　区
■チャンピオン戦

（五、六段戦・フリー）
優　勝 村岡　 節夫 城　浜
準優勝 荒巻　 詳治 筥　松
第３位 田内　　 衛 香椎東

■三、四段戦
優　勝 宗末　 範人 若　宮
準優勝 箱田　 晴美 名　島
第３位 舟越　 俊允 名　島

順　位 名　前 校　区
■初、二段戦
優　勝 渡部　 英政 三　苫
準優勝 森重　 拓郎 千　早
第３位 中村　　 豊 若　宮

■級位戦
優　勝 竹内　 鉦男 香　椎
準優勝 田中　　 勇 香　椎
第３位 中尾　安伸 香椎東

（敬称略）

ん
一
緒
に
な
っ
て
拍
手
や
歓
声
を

送
っ
た
り
と
、
応
援
に
も
力
が

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
来
年
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一手一手、集中して

プレーヤーも観客も
� 一緒になって一喜一憂

他の対局を観戦
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一
投
に
集
中
、狙
え
高
得
点

第
10
回
東
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

　

8
月
28
日
（
水
）、
東
体
育
館

2
階
競
技
場
に
て
第
10
回
東
区
高

齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
、１
０
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
と

ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト
の
2
種

目
を
行
い
ま
し
た
。
高
得
点
が
出

る
と
歓
声
が
湧
き
、
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
。
皆
さ
ん
夢
中
に
な
っ

て
矢
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
友
達
と
会
え

る
機
会
が
あ
る
の
は
嬉
し
い
」「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
と
好
評

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ダ
ー
ツ
は
得
点
を
暗
算
で
計
算

す
る
た
め
、
脳
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
試
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

［カウント・アップ］ 順位
順位 名　前 校　区

1 馬場　 久代 多々良
2 加来 由美子 舞松原
3 山﨑　 博茂 香椎下原
4 佐藤　 博昭 東箱崎
5 松井　 武人 三　苫
6 橋野　 啓一 照　葉
7 國崎　 誠子 西戸崎
8 安藤　 紳子 香椎浜
9 竹野　 静香 東箱崎
10 舟越　 俊允 名　島

【大会結果】 ［アンダー・ザ・ハット］優勝者
班 名　前 校　区

Ａ 米谷　 和子 三　苫
Ｂ 山部　 靖夫 和白東
Ｃ 福与　 道子 多々良
Ｄ 平島　 博幸 名　島
Ｅ 松田　 昭房 三　苫
Ｆ 草場　 美孝 名　島
Ｇ 羽迫　 晃栄 美和台
Ｈ 森　　 克巳 美和台
Ｉ 雨田　 宅雄 香椎浜
Ｊ 橋野　 啓一 照　葉
Ｋ 安藤　紳子 香椎浜

（敬称略）

91歳も元気に参加
� 楽しく健康づくり

第14回東区高齢者健康スポーツ大会

最高齢者

健康の秘訣は趣味を楽しむこ
とです。私の趣味はゴルフと音
楽です。今は、趣味を楽しむ時
間があり、充実した毎日を送っ
ています。

堺　弥蔵さん
（三苫校区 )

89 歳

【男性】

週に 5 日太極拳を習っていま
す。若い頃、仕事や子育てで習
い事ができなかった分、習い事
をしている時間が今はとても楽
しいです。

高須　トシエさん
（城浜校区 )

87 歳

【女性】

狙いを定めた一投

　

11
月
22
日
（
金
）、
東
体
育
館

2
階
競
技
場
に
て
第
14
回
東
区
高

齢
者
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
、１
１
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
会
長
や
来
賓
の
方
よ

り
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
ル
ー

ル
説
明
と
練
習
を
行
っ
た
あ
と
、

い
よ
い
よ
競
技
開
始
。
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
は
、
ボ
ー
ル
が
バ
ウ
ン

ド
す
る
力
を
う
ま
く
利
用
し
な
が

順　位 名　前 校　区
優　勝 藤原　俊廣 香椎下原
準優勝 西村　浩二 舞松原
第３位 瀧口　清美 美和台

【大会結果】

（敬称略）

ら
高
得
点
を
狙
う
競
技
で
す
。
皆

さ
ん
力
加
減
に
苦
戦
し
な
が
ら
も

集
中
し
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
最
高
齢
者
は
91
歳
の
打

越
繁
子
さ
ん（
東
箱
崎
）で
し
た
。

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
は
い
く
つ
に

な
っ
て
も
気
軽
に
行
え
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

頭をフル活用

打越繁子さん（91）
東箱崎

荒木正也さん（88）
和白東

最高齢競技者賞
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魅
力
あ
ふ
れ
る
力
作
の
数
々

�

東
区
か
ら
6
名
が
入
賞

第
49
回
　
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

10
月
16
日
（
水
）
～
20
日
（
日
）

の
期
間
、
第
49
回
福
岡
市
高
齢

者
美
術
展
が
福
岡
市
美
術
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
福
岡
市
内
在
住
の

一
般
の
方
や
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の

方
が
出
品
さ
れ
た
、
日
本
画
、
書
、

「神楽女湖の花菖蒲」吉田英明（鶴寿会）

「ひょうきん者」梅津厚子
（デジパソサークル福岡）

金賞

金賞

「
姫
岳
の
キ
ツ
ネ
踊
り
」

田
中
光
治
（
照
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

会長賞

写
真
、
工
芸
、
洋
画
の
計
1
2
4

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者

の
方
々
は
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
作

品
の
数
々
を
1
つ
1
つ
じ
っ
く
り

と
鑑
賞
し
、
そ
の
セ
ン
ス
に
魅
了

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
区
か
ら
は
、
洋
画
「
姫
岳
の

キ
ツ
ネ
踊
り
」
で
福
岡
市
老
連
会

長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
田
中
光
治
さ

ん
を
は
じ
め
、
金
賞
2
名
、
銅
賞

2
名
、
奨
励
賞
1
名
の
計
6
名

の
方
々
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

作品は半年かけて作りま
した。絵を始めて 15 年に
なります。作品のポイン
トは花菖蒲の色合いです。

長寿を楽しむ秘訣を学ぶ

東区男女リーダー研修会

　
9
月
6
日
（
金
）、東
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
て
男
女
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

開
催
し
、
3
8
5
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
、
福
岡
県
東
警
察
署
生
活

安
全
課
の
方
よ
り
電
話
詐
欺
防
止
に

つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま

し
た
。
身
内
、

会
社
員
、
警

察
官
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
立

場
に
な
り
す

ま
し
た
ニ
セ

者
（
犯
人
）

が
、
電
話
を

悪
用
し
て
行
う
詐
欺
の
こ
と
を
「
ニ

セ
電
話
詐
欺
」
と
言
い
ま
す
。「
ニ

セ
電
話
詐
欺
」
に
つ
い
て
知
り
、
詐

欺
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

引
き
続
き
、
福
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
佐
藤
靖
典
氏
よ
り
「
人

生
い
つ
も
今
か
ら
！
健
康
寿
命
で
人

生
1
0
0
年
時
代
を
楽
し
む
秘
訣
と

は
？
」と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

人
生
1
0
0
年
時
代
を
楽
し
む
秘
訣

は
「
わ
が 

ま
ま
に
生
き
る
」
と
の
こ

と
で
、
皆
さ
ん
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

日
々
の
生
活
に
生
か
し
て
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
。

…●……●……●……入賞者（東区）……●……●……●…
賞　名 部　門 題　名 氏　名 所属老人クラブ
会長賞 洋　画 姫岳のキツネ踊り 田中　 光治 照葉シニアクラブ

金　賞
日本画 神楽女湖の花菖蒲 吉田　 英明 鶴寿会
写　真 ひょうきん者 梅津　 厚子 デジパソサークル福岡

銅　賞
洋　画 博多の漢 船越　 幸子 レインボークラブ親和会
写　真 好奇心 濱咲　　 誠 福岡読売写真クラブ

奨励賞 日本画 鍋ケ滝（熊本県）向坂　 惠子 一　般
（敬称略）
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市
長
表
彰

■
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
功
労
者

　
坂
口
　
久
代

　
水
谷
す
み
れ
会
（
舞
松
原
校
区
）

　
山
下
　
聖
夫

　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

（
香
椎
東
校
区
）

　
𠮷
原
　
健
二

　
シ
ニ
ア
・
サ
ー
ク
ル
楠
の
木
（
香
椎
東
校
区
）

市
長
感
謝
状

■
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
功
労
者

　
福
永
　
栄

　
三
苫
友
愛
ク
ラ
ブ
（
三
苫
校
区
）

　
川
﨑
　
一
正

　
明
老
会
（
青
葉
校
区
）

　
山
田
　
勝

　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ
（
馬
出
校
区
）

　
平
塚
　
國
男

　
第
二
栄
寿
会
（
舞
松
原
校
区
）

　
矢
嶋
　
辰
夫

　
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ
（
東
箱
崎
校
区
）

　
柿
原
　
佳
昭

　
第
十
一
明
寿
会
（
箱
崎
校
区
）

　
吉
原
　
マ
ル
子

　
ふ
よ
う
ク
ラ
ブ
（
香
椎
浜
校
区
）

　
安
部
　
幸
子

　
第
三
福
寿
会
（
筥
松
校
区
）

令
和
元
年
度 

各
種
表
彰
受
賞
者

福
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
大
会

令
和
元
年
度
市
老
連
　
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

■
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
東
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長
　
吉
田
　
利
治

■
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
筥
松
校
区
福
寿
会
　
※
1

　
会
長
　
堤
　
　
章

　
香
椎
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長
　
橋
口
　
秀
晴

　
若
宮
校
区
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長
　
木
場
　
豊
文

　
筥
松
校
区
福
寿
会
　
※
2

　
会
長
　
堤
　
　
章

　
照
葉
校
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長
　
本
田
　
収

■
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

　
若
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
野
中
　
咲
子

　
香
椎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
橋
口
　
陽
一

　
浜
男
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
橋
口
　
秀
晴

　
若
宮
万
両
会

　
会
長
　
木
場
　
豊
文

　
第
三
み
ど
り
会

　
会
長
　
古
野
　
一
則

　
第
五
健
寿
会

　
会
長
　
満
生
　
弘
子

　
茅
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
明
石
　
日
出
美

　
筥
新
福
寿
会

　
会
長
　
池
田
　
芳
晴

　
郷
口
福
寿
会

　
会
長
　
児
嶋
　
新

　
照
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
会
長
　
本
田
　
収

※
1
　
表
彰
基
準
2
（
2
） 

単
位
ク
ラ
ブ
2
つ
新
設
　

※
2
　
表
彰
基
準
2
（
3
） 

単
位
ク
ラ
ブ
平
均
8
名
増

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

■
老
人
ク
ラ
ブ
事
業
功
労
者

　
辻
本
　
功

　
城
浜
6
区
老
人
ク
ラ
ブ
な
ご
み
会
（
城
浜
校
区
）

　
木
附
　
敏
弘

　
第
二
み
ど
り
会
（
青
葉
校
区
）

　
梶
原
　
保
弘

　
た
ち
ば
な
会
（
香
椎
下
原
校
区
）

　
吉
永
　
健
治

　
香
椎
台
老
人
ク
ラ
ブ
（
舞
松
原
校
区
）

　
山
口
　
一
四

　
第
十
四
明
寿
会
（
箱
崎
校
区
）

　
脇
山
　
恒
美

　
勅
使
道
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
香
寿
会
（
香
椎
東
校
区
）

　
野
田
　
稔

　
大
名
持
ク
ラ
ブ
（
多
々
良
校
区
）

　
児
嶋
　
英
治

　
第
十
明
寿
会
（
箱
崎
校
区
）

　
岩
本
　
松
枝

　
つ
く
し
会
（
城
浜
校
区
）

福岡市福祉のまちづくり推進大会

　11月 15日（金）、福岡市民会館にて、福岡市福
祉のまちづくり推進大会が行われました。
　この大会は、民間福祉活動の振興をはかり、住民
参加による福祉のまちづくりを進めることを目的に
開催されています。
　今回、東区ねんりんクラブ連合会から 20名が表
彰されましたので、ご紹介します。

福祉活動に対して20名が表彰
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令
和
も
2
年
目
に
入
り
、
初
め

て
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
令
和

と
太
宰
府
は
密
接
な
関
係
が
あ
る

こ
と
か
ら
「
太
宰
府
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
た
。

①
太
宰
府
と
い
え
ば
「
菅
原
道
真
﹂

　
「
東こ
ち風
吹
か
ば
匂
い
お
こ
せ
よ
梅

の
花
、主あ
る
じな
し
と
て
春
な
忘
れ
そ
」、

道
真
が
太
宰
府
へ
の
左
遷
を
前
に

庭
の
梅
に
語
り
か
け
た
句
で
す
。

そ
し
て
「
飛
梅
」
の
伝
説
が
生
ま

れ
ま
す
。

　
私
は
旧
制
中
学
の
国
語
で
こ
の

句
を
覚
え
ま
し
た
。「
東
風
」は「
こ

ち
」
と
独
特
な
読
み
方
。「
春
な
忘

れ
そ
」
は
独
特
な
言
い
回
し
で
す
。

こ
の
句
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
と
、
た
く
さ
ん
の
解
説
が
あ

り
、そ
の
大
部
分
が「
春
な
忘
れ
そ
」

で
は
な
く「
春
を
忘
る
な
」に
な
っ

て
い
ま
す
。
出
版
さ
れ
た
詩
集
に

よ
っ
て
、
そ
の
違
い
が
生
じ
て
い

る
よ
う
で
す
。
私
個
人
と
し
て
は

「
春
な
忘
れ
そ
」
を
採
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
道
真
は
太
宰
府
で
わ
ず
か
3
年

弱
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
道
真
に

と
っ
て
は
長
い
左
遷
生
活
で
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
９
０
１
年
か

ら
９
０
３
年
の
こ
と
で
し
た
。

②
大お
お
と
も
の伴
旅た
び
と人
と
家や
か
も
ち持

　
大
伴
旅
人
も
太
宰
府
へ
の
左
遷

を
嘆
い
た
一
人
で
す
。
60
歳
を
過

ぎ
て
の
太
宰
府
赴
任
。
す
ぐ
に
妻

を
亡
く
し
、
自
ら
も
わ
ず
か
1
年

半
で
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
道

真
を
遡
る
こ
と
約
１
７
０
年
前

（
７
２
８
年
～
7
3
0
年
）
の
こ

と
で
し
た
。

　
旅
人
の
子
の
家
持
が
「
万
葉
集
」

を
編
纂
し
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て

い
る
「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
の
序

文
」
か
ら
﹃
令
和
﹄
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
皆
様
周
知
の
と
お
り
で
す
。

③
都
府
楼

　
「
都
府
楼
跡
」
と
称
す
る
広
大
な

敷
地
に
建
物
の
礎
石
の
み
が
残
っ

て
い
ま
す
。
厳
密
に
は
「
大
宰
府

政
庁
の
跡
」
で
す
（
こ
の
場
合
「
太

宰
府
」
で
は
な
く
「
大
宰
府
政
庁
」

と
書
く
の
が
正
し
い
よ
う
で
す
）。

建
物
の
歴
史
は
長
く
、
3
回
も
建

て
替
え
た
立
派
な
役
所
だ
っ
た
よ

う
で
す
。「
都
府
楼
」
は
道
真
が
名

付
け
親
で
す
が
、
道
真
は
配
所
の

「
榎
寺
」
に
蟄
居
し
、
都
府
楼
を
訪

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

④
「
天
満
宮
」
と
「
八
幡
宮
」

　
道
真
の
死
後
、
ラ
イ
バ
ル
が
雷

に
打
た
れ
て
死
ん
だ
り
、
天
変
地

異
が
続
い
た
り
と
災
い
が
起
き
、

道
真
の
怨
霊
の
せ
い
だ
と
恐
れ
ら

れ
ま
す
。
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
、

道
真
の
亡
き
が
ら
を
引
い
た
牛
が

令和と太宰府
舞松原校区　あかつき会
 田尻　和馬

立
ち
止
ま
り
、
動
か
な
く
な
っ
た

地
に
太
宰
府
天
満
宮
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
後
世
に
な
っ
て
学
問
の

神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
現
在
は

全
国
で
1
万
2
0
0
0
も
の
天
満

宮
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
都
府
楼
に
隣
接
す
る
「
坂
本
八

幡
神
社
」
で
は
７
３
０
年
の
正
月

に
梅
花
の
宴
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
前
述
し
た
よ
う
に
、
万
葉

集
に
記
述
さ
れ
「
令
和
」
の
元
と

な
っ
た
梅
花
の
宴
で
す
。
本
来
の

八
幡
宮
の
御
祭
神
は
応
神
天
皇

で
、
ご
生
誕
地
が
宇
美
八
幡
宮

で
す
。
箱
崎
八
幡
宮
は
三
大
八

幡
宮
の
1
つ
で
あ
り
、
全
国
に

４
万
４
０
０
０
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
い
る
八
幡
宮
の
頂
点
は
宇
佐
八

幡
宮
で
す
。

　
話
が
脱
線
し
ま
し
た
。
太
宰
府

に
戻
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
１
月
、

2
月
、
3
月
と
受
験
シ
ー
ズ
ン
が

や
っ
て
き
ま
す
。
苦
し
い
時
の
神

頼
み
、
受
験
生
や
父
兄
の
方
々
の

「
太
宰
府
詣
」
が
盛
ん
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

笑
顔
っ
て
、
素
敵
だ
な
あ
!!

舞
松
原
校
区
　
神
ノ
木
わ
か
く
さ
会
　
河
村
　
冨
美
子

　
そ
の
瞬
間
、
左
手
に
持
っ
て
い

た
パ
タ
ー
を
高
々
と
掲
げ
た
。
渋

野
日
向
子
選
手
の
顔
は
真
っ
白
い

歯
が
こ
ぼ
れ
、
笑
顔
満
開
だ
っ

た
。「
ス
マ
イ
ル
・
シ
ン
デ
レ
ラ
」

と
名
付
け
ら
れ
た
の
も
う
な
ず
け

る
。

　
昨
年
8
月
4
日
、
海
外
初
参
戦

の
ゴ
ル
フ
、
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン

の
最
終
ラ
ウ
ン
ド
で
、
ウ
イ
ニ
ン

グ
パ
ッ
ト
を
決
め
渋
野
選
手
が
優

勝
し
た
。「
入
れ
」
と
強
い
思
い

を
込
め
た
球
は
、
カ
ッ
プ
の
壁
に

勢
い
よ
く
当
た
っ
て
落
ち
た
。
試

合
中
は
常
に
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

海
外
メ
デ
ィ
ア
か
ら
「
ス
マ
イ

ル・シ
ン
デ
レ
ラ
」
と
言
わ
れ
た
。

渋
野
選
手
自
身
も
勝
利
に
向
け
て

「
テ
ー
マ
は
笑
顔
」
と
語
っ
て
い

る
。

　
子
ど
も
の
頃
、
渋
野
選
手
は
ミ

ス
を
す
る
と
パ
タ
ー
を
振
り
回
し

た
り
、
い
ら
だ
ち
を
あ
ら
わ
に
し

て
い
た
。
そ
ん
な
彼
女
に
お
父
さ

ん
は
「
周
り
が
見
る
と
ふ
て
ぶ
て

し
い
と
い
う
か
、
気
持
ち
が
良
く
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な
い
よ
。い
つ
も
笑
顔
が
い
い
よ
」

と
、
お
母
さ
ん
は
「
笑
顔
の
方
が

美
人
だ
よ
」
と
言
っ
た
。
感
情
を

出
し
て
結
果
が
伴
わ
な
か
っ
た
こ

と
を
反
省
し
、
そ
こ
か
ら
彼
女
の

態
度
が
一
変
し
た
。試
合
中
も「
私

が
に
こ
っ
と
し
た
ら
、
外
国
人
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
に
こ
っ
と
し
て
く

れ
た
の
が
嬉
し
か
っ
た
」
と
、
さ

ら
に
「
笑
顔
は
世
界
で
共
通
で
あ

る
と
学
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。

　
孫
が
東
京
か
ら
夏
、
冬
と
や
っ

て
く
る
。
空
港
で
迎
え
る
と
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

と
、
は
じ
け
る
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
る
。
思
わ
ず
私
た
ち
も
笑
顔
に

な
る
。笑
顔
は
全
て
を
包
み
込
み
、

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
。

　
環
境
の
母
、
緑
の
大
地
と
呼
ば

れ
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
出
身
の
ワ

ン
ガ
リ
ー
・
マ
ー
タ
イ
博
士
は
い

つ
も
笑
顔
で
人
と
接
す
る
と
い

う
。「
そ
の
素
晴
ら
し
い
笑
顔
の

秘
訣
は
何
で
し
ょ
う
？
」
と
の
問

い
に
「
人
間
は
、
私
は
幸
せ
だ
と

感
じ
た
ら
自
然
と
笑
顔
に
な
る
も

の
で
す
。
太
陽
を
仰
げ
ば
、
太
陽

も
空
も
私
た
ち
に
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」
と
答

え
た
。

　
令
和
2
年
と
い
う
新
年
の
幕
開

け
に
、
私
も
い
つ
も
笑
顔
で
人
に

接
し
、
幸
せ
だ
と
い
う 

感
謝
の
笑

顔
を
忘
れ
ず
に
過
ご
そ
う
と
決
意

す
る
も
の
で
す
。

穴埋め漢字クイズ
中央の「□」に入る漢字一文字を当ててください。

「→」の方向に二字熟語ができるように考えましょう。

↓

↓

→ →

参

追 工

入

第❶問

↓

↓

→ →

一

毎 餐

酌

第❸問

↓

↓

→ →

鉄

発 撃

火

第❷問

↓

↓

→ →

熱

発 気

騒

第❹問

↓

↓

→ →

平

濃 水

泊

第❻問

↓

↓

→ →

暗

沈 祷

認

第❺問

動物の名前が入っている
都道府県名を思い出してください1
山が入っている
都道府県名を思い出してください2

漢字３文字が入っている
都道府県名を思い出してください3
方角が入っている
都道府県名を思い出してください4

Q思い出してください（ 都 道 府 県 名 編）

認知症予防に

記憶を呼び覚ま
す 脳

ト
レ

❶ 群馬　鳥取　熊本　鹿児島
❷ 山形　富山　山梨　和歌山　岡山　山口
❸ 北海道　神奈川　和歌山　鹿児島
❹ 北海道　東京

Q思い出してください　答え Q穴埋め漢字クイズ　答え

❶ 「加」＝参加・加入・追加・加工❷ 「砲」＝鉄砲・砲火・発砲・砲撃
❸ 「晩」＝一晩・晩酌・毎晩・晩餐❹ 「狂」＝熱狂・狂騒・発狂・狂気
❺ 「黙」＝暗黙・黙認・沈黙・黙祷❻ 「淡」＝平淡・淡泊・濃淡・淡水



（8）第86号令和 2年 1月 1日発行

第 26回

美
和
台
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　 

吉
田
　
利
治

　
東
に
立
花
山
、
北
に
奈
多
海
岸
が
あ
る
ほ

ぼ
真
ん
中
に
、
歴
史
深
い
「
和
白
町
」
が
位

置
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
35
年
8
月
に
福
岡

市
へ
合
併
さ
れ
、
市
の
大
都
市
圏
の
意
識
が

急
速
に
高
ま
り
、
東
和
白・下
和
白
地
区
（
旧

名
）
に
お
い
て
市
住
宅
供
給
公
社
と
西
鉄
宮

地
獄
沿
線
開
発
住
宅
分
譲
で
、
昭
和
45
年
に

分
譲
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
47
年
8
月
よ

り
入
居
が
開
始
さ
れ
、
48
年
度
に
２
２
２
戸
、

50
年
度
に
５
６
３
戸
と
、
当
初
の
計
画
で
あ

る
１
２
７
４
戸
に
対
し
、
１
１
８
５
戸
の
大

集
落
が
完
成
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
4
月
、
三
苫
の
三
（
美
）
と
下

和
白
の
（
和
）
を
結
び
、
地
区
外
も
取
り
入

れ
て
、
校
区
名
が
美
和
台
と
な
り
ま
し
た
。

開
発
当
時
は
和
白
小
学
校
、
和
白
中
学
校
へ

の
通
学
で
し
た
が
、
昭
和
49
年
4
月
に
小
学

校
、
55
年
4
月
に
和
白
丘
中
学
校
が
開
校
し

ま
し
た
。
現
在
、
校
区
に
は
保
育
園
と
幼
稚

園
が
2
つ
、
中
学
校
、
立
花
高
校
、
朝
鮮

学
校
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
神
神
社
や
、

J
R
福
工
大
前
駅
ビ
ル
3
階
に
は
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
セ
ン
和
白
、
体
育
館
、
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
図
書
館
）
も
あ
り
ま
す
。
西

鉄
電
車
三
苫
駅
や
バ
ス
な
ど
も
あ
り
、
交
通

の
便
が
良
い
校
区
で
す
。
昭
和
50
年
7
月
に

は
美
和
台
校
区
自
治
連
合
会
が
発
足
し
、
緑

豊
か
で
閑
静
な
住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
美
和
台
が
誕
生
し
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
「
ふ
る
さ
と
」
の
思

い
出
を
作
ろ
う
と
、
自
治
協
議
会
を
中
心
に

校
区
市
民
に
よ
る
運
動
会
や
、
美
和
台
夏
祭

り
（
盆
踊
り
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た

昭
和
54
年
12
月
に
は
「
美
和
台
音
頭
」
の
レ

コ
ー
ド
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
平
成
26
年

4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
美
和

台
中
央
公
園
で
は
、
毎
年
春
に
「
桜
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
美
和
台
は
、
20
町
内
会
、

６
８
７
１
世
帯
、
人
ロ
１
万
５
４
１
４
人

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
７
２
６
１

人
（
47
・
1
%
）、
女
性
８
１
５
３
人
（
52
・

9
%
）、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
４
２
８
７
人

（
高
齢
者
率
27
・
8
％
）
で
、
高
齢
者
率
は

東
区
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
（
平
成
31
年
3

月
現
在
）。
昭
和
52
年
4
月
に
は
美
和
台
公

民
館
が
開
館
し
、
現
在
45
サ
ー
ク
ル
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
8
万
９
５
６
４
名
が

公
民
館
を
利
用
し
、
東
区
で
は
一
番
活
発
に

交
流
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
か
ら
は
、
博

多
ど
ん
た
く
パ
レ
ー
ド
に
校
区
で
参
加
し
、

地
域
の
絆
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
福
岡
市
に
合
併
さ
れ
た
後
の
「
和
白
町
」

で
、昭
和
43
年
11
月
に「
明
寿
会
」（
下
和
白
）、

49
年
4
月
に
「
明
和
会
」（
東
和
白
）
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

新
町
名
が
「
美
和
台
」
に
決
ま
り
、
47

年
4
月
、
当
時
の
60
歳
以
上
１
９
２
人
中

１
２
３
人
が
「
鶴
寿
会
」
に
加
入
し
ま
し
た
。

発
足
当
時
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
活
躍
は
素

晴
ら
し
く
、
校
区
の
行
事
は
私
た
ち
の
先
輩

が
大
活
躍
で
し
た
。

　
演
芸
大
会
は
40
回
連
続
、
力
ラ
オ
ケ
大
会

は
11
回
連
続
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
奉
仕
活

動
は
公
園
清
掃
、
学
習
は
老
人
大
学
（
現
美

和
台
力
レ
ッ
ジ
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
つ
い
て
は
単

位
ク
ラ
ブ
で
1
週
間
に
1
～
3
回
、
連
合
会

で
月
に
1
回
大
会
を
開
催
し
、
健
康
増
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
5
単
位
ク
ラ
ブ
が
所
属
し
て
い
ま

す
が
、
町
内
ご
と
の
「
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
誕

生
」
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。「
少
子
高
齢

社
会
・
人
生
１
０
０
歳
時
代
」
は
あ
と
数
年

先
で
す
。
み
ん
な
で
考
え
る
課
題
で
す
。

　
美
和
台
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
「
人

生
楽
し
く・健
康
で
長
生
き
」「
友
愛
」「
奉
仕
」

活
動
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
。

美
和
台
校
区
の
歴
史

美
和
台
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
の
歴
史

地域の絆を
 強める活動
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サービスの対象者

① 65 歳以上で福岡市に介護保険料を納めている方
②健康状態・身体状況に不安があり、緊急時における

連絡手段の確保が困難なひとり暮らしの方、または
これに準ずる方

　家の中で急病や事故などの緊急事態が起きたとき、
胸にかけたペンダントか本体のボタンを押せば「受
信センター」へ自動的に通報する機器を自宅の固定
電話にとりつけます。
　緊急時には「受信センター」から消防局や近隣の協
力員などに連絡して生活の安全を守ります。（協力員
は申請時に原則として 2 名、登録をお願いします）
　また、緊急時以外にも相談を
お聞きして、日常生活での不安
を解消します。
　これらの緊急通報用機器を貸
与、もしくはレンタル・給付し
ます。

サービスの内容

　在宅のひとり暮らしの高齢者などに対し、火災警報
器、自動消火器、電磁調理器の３品目を給付し、日常
生活の便宜を図ります。

サービスの内容

　市内に居住する65歳以上で、次のいずれかに該当する人
① 火災警報器… 寝たきりの高齢者、ひとり暮らしの高齢者、

これに準ずる世帯
② 自動消火器… 寝たきりの高齢者、ひとり暮らしの高齢者、

これに準ずる世帯
③電磁調理器…高齢者のみの世帯、これに準ずる世帯

サービスの対象者

費用（毎月の利用者負担額）

介護保険料所得段階 利用者負担額

第 1 ～３段階 貸
与 0 円

第 4・５段階 レ
ン
タ
ル

948 円
給
付

17,600 円
第 6・7 段階 948 円 28,600 円
第 8 段階 948 円 39,600 円
第 9～13 段階 948 円 44,000 円

費用（市の助成率）

（介護保険料段階）利用世帯の階層区分 助成率

第１段階 A 生活保護受給者、支援給付受給者、
市民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者 100％

B「第１段階A」に該当しない第１段階の方 90％
第２・３段階 90％
第４・５段階 60％
第６・７段階 35％
第８段階 10％
第９～13 段階 助成対象外

高齢者在宅生活への支援

1、緊急通報システム 2、日常生活用具

東区保健福祉センター  福祉・介護保険課  高齢者福祉係 TEL：092-645-1071【お問い合わせ先】

福岡市では、高齢者の方が安全・安心に暮らしていただける
よう、様々なサービスを行っておりますが、その中から 2 つ
ご紹介させていただきます。

※第１段階の A、B という区分は、当該事業独自の区分になります
※下記の機種単価に上記助成率を乗じた額が助成額となります
　 （１円未満切り上げ）

21

活用しましょう！

品目 機種単価（令和元年度）

給付
火災警報器 6,050 円または 8,658 円 　
自動消火器 21,389 円または 29,945 円 　
電磁調理器 13,241 円 　
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リ
ハ
ビ
リ
に
精
出
す
我
に
日
の
短
か

三
苫
校
区
　
第
一
福
寿
会�

落
石
　
ふ
じ
子

冬
の
雨
ゆ
っ
く
り
拍
子
三
味
の
こ
ゑ

和
白
東
校
区
　
第
二
高
寿
会�

空
閑
　
昭
蔵
　

初
詣
裳
裾
し
っ
と
り
牡
丹
雪

和
白
東
校
区
　
親
和
会�

前
田
　
照
代
　

初
空
や
佳
き
年
な
れ
と
祈
念
す
る

香
椎
下
原
校
区
　
み
ど
り
の
会�

中
野
　
弘
子
　

ア
ル
バ
ム
を
捲
く
り
な
が
ら
や
日
向
ぼ
こ

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下
　
聖
夫
　

浦
日
和
庭
に
若
布
の
す
だ
れ
干
し

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

柳
瀬
　
敏
子
　

雪
が
降
る
子
供
の
頃
が
ふ
と
浮
ぶ

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

豊
村
　
幸
子
　

新
年
を
家
族
で
祝
う
慶
び
よ

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

西
坂
　
英
己
　

冬
空
や
手
話
の
別
れ
の
遠
ざ
か
る

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

田
中
　
よ
し
江

路
地
裏
に
そ
そ
ぐ
寒
月
影
法
師

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

雪
晴
れ
の
遠
く
に
霞
む
虹
あ
り
き

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会�

増
山
　
好
　
　

下
萌
や
遠
回
り
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

山
下
　
政
子
　

向
日
葵
と
笑
顔
で
日
々
を
咲
か
せ
た
し

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代
　

秋
澄
む
や
唐
津
く
ん
ち
の
鯛
廻
し

千
早
校
区
　
香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り�

木
本
　
美
也
子

一
椀
の
邪
気
を
払
ひ
し
小
豆
粥

千
早
校
区
　
香
椎
団
地
ひ
ま
わ
り�

酒
見
　
ト
ミ
子

冬
日
和
曾
孫
に
ん
ま
り
ぬ
り
絵
か
な

青
葉
校
区
　
土
井
団
地
第
二
区
明
生
会�

萱
野
　
慶
子
　

木
枯
ら
し
の
博
多
は
納
め
の
大
相
撲

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

ひ
ら
が
な
を
な
ぞ
る
曾
孫
や
春
隣

名
島
校
区
　
第
四
健
寿
会�

平
木
　
弘
子
　

卒
寿
越
す
夫
と
並
び
て
初
詣
で

名
島
校
区
　
松
崎
第
三
松
寿
会�

白
水
　
智
子
　

塩
田
の
浜
に
丸
る
く
悴か

じ

け
猫

名
島
校
区
　
ソ
ロ
ン
名
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

佐
藤
　
幸
晴
　

初
日
の
出
三
日
月
山
は
万
歳
の
波

名
島
校
区
　
茅
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ�

明
石
　
日
出
美

立
ち
話
し
っ
か
り
聞
い
て
式
部
の
実

東
箱
崎
校
区
　
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ

�

下
薗
　
節
子
　

う
な
づ
き
つ
つ
笑
み
て
は
眺
む
賀
状
か
な

箱
崎
校
区
　
第
三
明
寿
会�

山
﨑
　
千
津
子

ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
と
泣
く
日
も
有
り
て
花
見
鳥

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田
　
久
子
　

占
拠
す
る
空
家
の
一
隅
木
瓜
の
あ
か

馬
出
校
区
　
第
二
寿
栄
ク
ラ
ブ�

内
田
　
義
弘
　

夫
の
忌
や
木
瓜
一
輪
の
返
り
花

馬
出
校
区
　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�

眞
田
　
幸
代
　

春
の
雲
流
れ
る
ま
ま
に
形
か
へ

馬
出
校
区
　
第
一
寿
栄
ク
ラ
ブ�
下
川
　
孝
代
　

我
が
故
郷
の

正
月
の
楽
し
み
は

娯
楽
の
王
様
映
画

裕
次
郎
、
錦
之
助

懐
か
し
き
昭
和

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

緑
の
カ
ー
テ
ン
そ
の
中
に

ヘ
チ
マ
・
ニ
ガ
ウ
リ
・
ス
イ
カ
の
実

香
椎
東
校
区
　
綾
杉
会�

木
下
　
美
都
子

五 

行 

歌

自 

由 

律
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送
迎
車
還
暦
の
吾
子
見
送
り
ぬ

和
白
東
校
区
　
親
和
会�

前
田
　
照
代
　

ポ
イ
ン
ト
で
払
っ
て
い
ら
ぬ
空
財
布

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

山
下
　
聖
夫
　

暇
に
つ
き
令
和
の
次
を
考
え
よ
ー

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

安
村
　
眞
　
　

不
登
校
爺
々
婆
々
も
一
緒
引
き
こ
も
り

香
椎
東
校
区
　
シ
ニ
ア
若
楠
会�

豊
村
　
幸
子
　

元
気
で
す
に
こ
り
と
返
事
心
で
は

口
だ
け
達
者
身
体
が
た
ぴ
し

城
浜
校
区
　
ひ
ま
わ
り
会�

増
山
　
好
　
　

お
気
に
入
り
泣
い
て
あ
ば
れ
て
手
に
入
れ
る

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

カ
ラ
オ
ケ
は
誉
め
て
誉
め
ら
れ
気
分
良
い

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

山
下
　
政
子
　

災
害
は
今
す
ぐ
そ
こ
に
と
備
え
か
ら

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代
　

ハ
イ
ハ
イ
と
明
る
い
返
事
も
の
忘
れ

名
島
校
区
　
第
一
健
寿
会�

大
坪
　
耕
一
郎

西
洋
の
球
技
に
熱
狂
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

八
十
路
行
く
年
の
初
め
の
め
で
た
さ
よ

健
や
か
で
あ
れ
平
安
で
あ
れ

和
白
東
校
区
　
第
三
高
寿
会�

井
圡
　
弘
子
　

花
信
風
芽
吹
く
草
木
の
浅
み
ど
り

迎
春
花
一
り
ん
ほ
の
か
に
香
る

和
白
東
校
区
　
親
和
会�

福
田
　
房
子
　

留
守
番
犬
日
が
な
一
日
吠
え
る
声

夕
ぐ
れ
近
く
声
う
す
れ
ゆ
く

和
白
東
校
区
　
親
和
会�

前
田
　
照
代
　

公
園
に
凧
を
上
げ
つ
つ
走
る
児
ら

小
鳥
の
よ
う
な
声
ひ
び
か
せ
て

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�

小
﨑
　
恵
美
子

病
室
の
窓
は
額
な
り
冬
枯
れ
の

三
日
月
山
が
く
っ
き
り
と
見
ゆ

香
椎
東
校
区
　
サ
ニ
ー
タ
ウ
ン
香
椎
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

�
山
下
　
聖
夫
　

楼
門
に
お
多
福
の
面
か
か
げ
ら
れ

口
を
潜
れ
り
　
節
分
近
し

香
椎
東
校
区
　
若
杉
会�

大
宅
　
弘
子
　

咲
き
初
む
る
梅
の
一
枝
手
折
り
く
る

君
が
十
歳
の
命
日
な
れ
ば

香
椎
東
校
区
　
若
杉
会�

江
頭
　
一
枝
　

わ
が
庭
の
梅
の
古
木
と
石
灯
籠

雪
の
朝
は
趣
を
増
す

香
椎
東
校
区
　
み
な
わ
会�

小
島
　
ム
ツ
　

故
郷
よ
り
移
し
植
え
た
る
沈
丁
花

小
雪
舞
う
な
か
花
咲
き
薫
る

香
椎
東
校
区
　
香
友
会�

宮
邉
　
政
城
　

手
を
振
っ
て
や
さ
し
く
笑
う
母
は
今

見
え
ぬ
ま
ぶ
た
に
景
色
ひ
ろ
が
る

香
椎
浜
校
区
　
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ�

近
藤
　
清
　
　

車
窓
よ
り
菜
の
花
畠
木
洩
れ
日
に

爽
や
か
な
風
自
然
の
恵
み

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

小
嶋
　
華
代
　

敬
老
会
よ
ろ
こ
び
あ
ま
り
大
石
に

足
ひ
っ
か
け
顔
面
打
撲
に

城
浜
校
区
　
さ
つ
き
会�

竹
下
　
伊
都
子

ボ
ア
付
き
の
外
套
羽
織
り
久
び
さ
に

隣
の
町
の
友
訪
ね
た
り

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会�

石
堂
　
寛
子
　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
十
二
階
よ
り
願
い
込
め

娘
と
仰
ぐ
新
春
の
富
士

舞
松
原
校
区
　
第
三
栄
寿
会�

有
地
　
紀
美
子

新
玉
の
年
を
迎
え
る
喜
び
よ

戦
さ
無
き
世
の
続
か
ん
事
を

名
島
校
区
　
第
五
健
寿
会�

田
中
　
友
春
　

故ふ
る
さ
と郷

を
恋
う
て
逝
き
に
し
我
が
母
の

廃
家
の
赤
き
屋
根
か
な
し
く
も

名
島
校
区
　
第
四
健
寿
会�

平
木
　
弘
子
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「祝い太鼓」
三苫第二福寿会舞踊同好会（三苫）

東区長賞

　このたびは、東区ねんりんクラブだ
よりへ広告の掲載をいただき誠にあり
がとうございました。
　本紙は、会員が豊かで幸せな生活を
送れるように願って発行いたしており
ます。
　これからも末永きご厚誼、ご支援を
賜りますようお願い申しあげます。
 東区ねんりんクラブ連合会

広告スポンサーへのお礼

編集後記
　東北地方を襲った昨年の台風 19 号。
各地一級河川が氾濫する様子をニュー
スで見ると、毎年自然災害が大きくなっ
ていくような気がしてなりません。被
災された方々に心よりお悔やみ申しあ
げます。今年は日本でオリンピックが
開催されます。その間は穏やかな天候
が続きますようにと祈るばかりです。
　そんな中ではありますが、当広報部
に 56 名の方々から 101 作品の文芸の
投稿がありました。いつもの俳句や短
歌のほかに、五行歌や自由律という珍
しい作品も含まれ、広報部員も一段と
勉強を迫られる結果となりました。次
回もまた、あっと驚く楽しい作品をお
待ちしています。(広報部　原田　節子 )

第45回東区高齢者演芸大会

「とうろう」
平成会・親和会（和白東）

東区社会福祉協議会会長賞

東区ねんりんクラブ連合会会長賞 「花笠道中」和白 AKB（和白）

東区保健福祉センター所長賞 「みんな輪になって　花の手拍子」
第一明生会（和白東）

　開会式では、東区会員増強運動特別賞
の表彰も行われ、4 校区、10 単位クラ
ブへ表彰状が贈られました。今後も新た
な仲間を増やし、クラブの発展を目指し
ていきましょう。 

4校区 10クラブへ
会員増強運動特別賞

表彰

筥松校区福寿会の安部千鶴子副会長

　
7
月
24
日
（
水
）、東
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
て
第
45
回
東
区
高
齢
者
演
芸
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。　

　
表
彰
式
の
後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
演
芸

大
会
が
開
催
さ
れ
、
特
別
出
演
を
含
む
15

組
が
日
舞
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮

し
ま
し
た
。

　
特
に
目
を
引
き
つ
け
た
の
は
、
90
代
の

会
員
の
皆
さ
ん
の
活
躍
で
す
。
参
加
者
の

中
に
は
、
95
歳
の
最
高
齢
者
の
方
も
お
り
、

舞
台
の
上
で
い
き
い
き
と
踊
る
姿
に
、
会
場

の
皆
さ
ん
は
元
気
と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
観
客
席
か
ら
は「
よ
か
っ
た
よ
！
」

「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
と
い
う
仲
間
を
後
押

し
す
る
声
援
も
響
き
、
演
技
終
了
後
に
は
あ

た
た
か
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
泣
か
せ
の
熱
演
の
結
果
、
東
区

長
賞
に
は
、
三
苫
第
二
福
寿
会
舞
踊
同
好

会
の
「
祝
い
太
鼓
」
が
見
事
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
次
回
も
会
員
皆
さ
ん
の
パ
ワ
フ
ル

な
演
技
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

90代も大活躍
舞台で発揮シニアパワー


